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胆道感染症 に対す るKW-1062の 効 果

玉 沢 佳 己 ・折 祖 昭 彦 ・小 林 紀 子

岩手医科大学第一内科

胆道感染症 の治療は内科的に抗 生物質の投与が必須の

ものであ るが他の感染症に比 して,原 因菌を明確に し得

ない ことが多いので,難 治性の ものが多 く,抗 生剤の使

用 も諸種の問題点があ る。近 年,胆 石症や胆嚢炎の場合

に胆汁中の細菌を検索 して治療す ることが極 めて少 な く

な り,胆 道感染症の原因菌 も,耐 性菌の感染が多 くなっ

た り,緑 膿菌感染 も増加 してい るよ うに思われ る。

KW-1062は,新 しい ア ミノグ リコシ ッド系抗生 物質

XK-62-2の 硫酸塩 で,抗 菌 スペ ク トルは 他 の抗緑 膿菌

用 ア ミノグ リコシッ ド系抗生物質 同様 ブ ドウ球菌 をは じ

め とするグラム陽性菌 お よ び 緑膿菌,変 形菌,セ ラチ

ア,肺 炎桿菌をは じめとするグ ラム陰性桿菌 に抗菌 力を

示 し,広 範囲 スペ ク トルをもつ といわれ て い る1)。われ

われ は,昭 和51年5月 以来,12月 までの6ヵ 月間に当

内科 に入院 した胆道感染症 を対象 と して,そ の臨床的効

果 を検討 したので,今 回はその概略 について報 告す る。

I. 対象 および投与方法

当教室 の入院患者で,臨 床的諸検査 か ら診断 し得 た胆

道 感染症 の12例 を対象 とした。対象患者 の内訳 は,男

子5例,女 子7例 で,年 令的には45歳 か ら78歳 にわた

る各年齢層 である。投与法はKW-1062の40 mg(力 価)

/mlの ものを1日80mgと して2回 に分割筋注 し,投 与

日数は7日 間を10例,12日 間1例,14日 間1例 であ る。

本剤投与前後に十二指腸液検査 による胆汁 中細菌検査

を実施2)し,検 出菌 の確認で きた もの につ いて,本 剤 の

投与前後 におけ る自他覚所見,肝 機能検査,胆 嚢造 影所

見 な どか ら綜合的に効果 を判定 した。効果 は臨床 的効果

と胆汁 中の細菌 に お よ ぼ す 効果 の両面 か ら検討を加え

た。

II. 成 績

検 索対象の症例別使用成績 はTable 1に 一括表示 し

た。対象の病 名別 内訳 は総 胆管 結石1例,胆 石症7例,

急 性胆嚢炎1例,慢 性胆嚢 炎3例 か らな ってい る。

全例 自覚症状 は心窩部痛,右 季肋部痛,発 熱があ り,

なかには黄疸を伴な った ものがあ り,多 彩な症状がみ ら

れ,症 状の激烈 な ものには,他 の広範囲抗生 物質を用い

て,緩 恢期を まって,十 二指腸 ゾンデ法に よ り,無 菌的

操作 に よ り胆汁を採取 して,培 養 に よ って 細菌を検出

し,検 出された菌 を 目標 として,KW-1062を 投与 した。

投 与 前 後 の検 出菌 の 消長 に つ い て 観 察 した 。 投 与 日数 は

症 例1と 症 例3は12日 と14日 で あ るが,他 の症 例 は7

日間 で あ る。

Table 2に 臨 床 的 効果 を 評 価 した 。 す な わ ち 自覚 症

状,圧 痛 の 改 善,下 熱 効 果,白 血 球 数 の増 減 な どか らみ

て本 剤 の投 与 が 極 め て効 果 的 で あ った の で,他 の抗 生 剤

を用 い な くて 良 か った も のを 著 効,自 覚 症 状 は 改善 され

た が 他 覚 的 に 改 善 のみ られ なか っ た もの は有 効 と した 。

自 他 覚的 に は っ き りした 効 果 のみ られ な か った もの は 不

明 と した 。 投 与 後 に 他 の抗 生 剤 を補 強 しな け れ ば な らな

か った もの は 無 効 と判 定 した 場 合 の臨 床 的 効果 を ま とめ

る と12例 中 著 効5例,有 効5例,不 明2例 とな り無 効

例 は な か った 。

胆 汁 中 検 出 菌 の種 類 はTable 1お よびTable 3に 示 し

た が,E. coliが 最 も多 く,次 い でKlebsiella pneumo-

niae (Aerogenes type), Streptococcus (α), Entero-

bacter aerogenes, Pseudomonas aeruginosaの 順 で,そ

の 他Proteus mirabilis, Haemophilus parainfluenzae

お よびCitrobacter freundiiな どが 検 出 され た 。

E. coliは7症 例 か ら 検 出 さ れ,本 剤 の 投 与 に よ っ て

消 失 した も のは2例 のみ で,1例 は 減 少 し,他 の4例 は

不 変 で あ り,本 剤 に よ ってE. coliの 消 失 は 少 な く半 数 以

上 は 不 変 で あ った 。Klebsiella pneumoniae (Aerogenes

型)も4例 に 検 出 され て い るが,検 出 菌 の 消 失 は1例 も

な く,減 少 が2例,不 変1例 で あ った 。

他 のPseudomonas aeruginosa, Streptococcus (α),

Staphylococcus epidermidis, Haemophilus parain-

fluenzae, Citrobacter freundii, お よびEnterobacter

aerogenesな どは ほ と ん ど本 剤 に よ り消 失 して,臨 床 的

効 果 と も一 致 した 成 績 が み られ た 。

III. 副 作 用

胆 道 感 症12例 に1日80mgを 午 前 と午 後 の2回 に 分

け て筋 注 し,7～14日 間 投 与 を 続 け た が 認 む べ き副 作 用

は1例 もな か った。 ま た 薬 疹 様 発 疹 もわ れ わ れ の経 験 し

た 胆 道 感 染 症 の対 象 に は み られ て い な い 。 肝 機 能 や 腎 機

能 の障 害 や 悪 化 例 もな か った 。

IV. 総 括

胆 道 感 染 症 の12例 にKW-1062を 投 与 し て臨 床 的 所

見 の改 善 さ れ た もの は12例 中10例(83.3%)に み られ
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た。著効5例,有 効5例,不 明2例 で,無 効又 は悪化例

は なか った。

胆汁伸の検出菌に対す る本剤の効果はE. celi, Kleb-

siella pneumoniae (Aerogenes型)を 除けば,他 の検 出

菌に対 しては きわめて効果 的であ った。 全体 として19菌

株に対 して9株 は消失 し,菌 の減少 した もの4例,不 変

5例 で,抗 菌 力の極め てす ぐれ た成績 を得 た。 また本剤

は平滑 筋に対 しpapaverine様 の非特異的 な作用 を有 す

る3)とこ ろか ら胆道疾患 のよ うな疹痛を主 とす る疾患 の

自覚症状に も多少 の効果を もた らしてい るよ うに思われ

たが,今 回は炎症性所見を中心に検対 した ので,今 後 こ

の方面 の検討 も考慮す る必要があ ると思われた。

以上,わ れわれは胆道感染症に対す るKW-1062の 使

用経験の概 略を述べたが,KW-1062の 諸種胆道 感染症

に 対す る治療成績 は自他覚症状 の改善 が80%以 上 にみ

られ きわ め てす ぐれ た も の で あ った。 胆 汁 中 の 細 菌 に 対

す る治療 効 果 もす ぐれ てい る の で,副 作 用 も肝 や 腎 に 対

す る もの は 皆 無 で あ る と こ ろか ら,胆 道 感 染 症 の 治療 に

きわ め て効 果 的 な 抗 生 物 質 で あ る と考 え られ る。
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CLINICAL STUDIES ON KW-1062 IN BILIARY 

TRACT INFECTIONS 

YOSHIMI TAMAZAWA, AKIHIKO ORISO & NORIKO KOBAYASHI 

First Department of Internal Medicine Iwate Medical College

KW-1062 was administered intramuscularly to 12 patients with biliary tract infections of various. 

types. 

Clinical responses to KW-1062 therapy were excellent in 5 cases, good in 5 cases and not determined 

in 2 cases. 

None of the patients experienced aggravation of their diseases on the therapy. 

The therapy with KW-1062 was also evaluated bacteriologically. 

All strains were eradicated except E. coli and Klebsiella. 

Out of 19 strains of organisms isolated from bile before the therapy, 9 strains disappeared, 4 strains 

were reduced in number and 5strains persisted after the therapy. 

No side effects were encountered during this study.


